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介
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も
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め
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追
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追
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● 御坊日高老人福祉施設事務組合議会（１名）

● 日高広域消防事務組合議会（１名）

● 田辺市周辺環境衛生施設組合議会（３名）

● 田辺周辺広域市町圏組合議会（２名）

● 公立紀南病院組合議会（２名）

● 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会（１名）

● 町監査委員（議会より１名）

北谷 清治

森坂 義明

下村 勤　原田 覚　谷本 吉弘

田中 昭彦　竹本 栄次

田中 昭彦　竹本 栄次

田中 昭彦

北谷 清治　（１２月定例会で同意）

　平成 24 年 9 月 30 日に行われた町議会議員選挙において新人議員６人を含む１４人の議員が選
出されました。また１１月１日の臨時会では、議長と副議長が互選により選ばれ、各委員会、各
事務組合議会議員も決定し、新たな議会がスタートしました！

　平成 24 年 9 月 3

新議会スタート !!新議会スタート !!

● 事務組合議会議員

みなべ町議会だより　第31号　平成25年3月

● 

議
　
長
　
田
中
　
昭
彦

昨
年
の
町
議
会
議
長
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

 

私
は
常
々
、町
当
局
に
は
「
執
行
権
」、議
会
に
は
「
議
決
権
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
違
い
ま
す
が
、
目
的
は
町
民
の
幸

せ
と
い
う
同
じ
方
向
で
あ
り
、
そ
の
結
果
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
議
会
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
そ
の
目
的
遂
行

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ら
に
町
政
に
対
す
る
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、何
ら
か
の
交
流
や
提
案
を
通
じ
て
、住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
励
む
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
議
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望
・
感
想
を
賜
り
た
く
存
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

副
議
長
　
竹
本
　
栄
次

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
副
議
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
員
の
み
な
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
職
務
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
議
長
と
し
て
、
私
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

P2



井口 雅裕
無我夢中、私の出来る範囲
で、精一杯頑張ります。出
来る範囲を拡げたい。

中井 重雄
住民の声を議会に届け、住
みやすいまちづくり目指し
頑張ります。

下村  勤
地場産業振興・地域活性化
・災害に強い安心安全なま
ちづくりに取り組みます。

森坂 義明
2 期目になりますが、初志
貫徹の思いです。よろしく
お願いします。

中本 光一
私たちの町”みなべ町”を、
私たちの手で住みやすい町
にしましょう。

楠本 誠二
議員として２期目に入り、
町内外に目を配り、良い点
は多いに取り入れる。

真造 賢二
みんなの知恵を結集し、力
を合わせ、もっと町を元気
にしましょう！

原田  覚
一番の若手ですが、力強く
2期目の活動に取り組んで
いきます。

池田 真作人
強い人が弱い人の傍らに寄
り添う社会を目指します。

佐々木 香徳
身近な要望から全国的課題
まで、憲法の精神を根本に
素早く努力します。

谷本 吉弘
地震・津波・災害による死
者や行方不明者ゼロの町を
目指し頑張ります。

北谷 清治
地域の発展と、明るい住み
よいまちづくりを目指しま
す。

議会運営委員会（６人）
議会運営に必要なことを決定しています。

委員長 　楠本 誠二
　　　　「議会運営委員会として活発に、議会の運営に携わ
　　　  　っていきます。」
副委員長  北谷 清治

中井 重雄　下村 勤　中本 光一
真造 賢二

総務文教常任委員会（７人）

委員長 　北谷 清治
　　　　「委員会活動を通じて、見識を高めていきます。」

副委員長  森坂 義明
井口 雅裕　中井 重雄
中本 光一　佐々木 香徳　田中 昭彦

町財政・町有財産・消防防災・社会福祉・健康保険・
教育関係などの事務調査や請願審査を行います。

副委員長  原田 覚
楠本 誠二　真造 賢二　池田 真作人
谷本 吉弘　竹本 栄次

議会広報特別委員会（６人）

委員長 　原田 覚 
 「皆さまに議会の内容をわかりやすく、興味を持っていた
   だける広報を目指します。議会だよりを見てくださいね。」

副委員長  真造 賢二
森坂 義明　中本 光一　楠本 誠二
池田 真作人

産業建設常任委員会（７人）

委員長 　下村 勤
「地場産業の発展や魅力のある活気溢れた地域社会の実現に取り組みます。」

ゴミや環境・農業・林業・水産・観光・公園・都市計画・道路橋梁河川
・地籍調査・災害・上下水道などの事務調査や請願審査を行います。

議会広報として議会だよりを編集し、発行しています。

● 議員紹介

● 委員会構成

委　員 委　員

委　員 委　員

みなべ町議会だより　第31号　平成25年3月
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平成 24 年第 4 回定例会議案審議 
議案審議で、議員が質疑した一部をまとめ報告します。なお、各議案で議員の質疑

した内容を知りたい方は、町立図書館で会議録を閲覧することができます。

●
日
程

12
月
13
日
（
木
）

　

本
会
議　

・
監
査
委
員
同
意
２
件
・

承
認
（
予
算
）
１
件　

の
質
疑
、
採
決

・
町
長
よ
り
議
案
16
件

の
提
案
説
明

休
会
中
（
委
員
会
活
動
）

12
月
18
日
（
火
）

　

本
会
議　

一
般
質
問

12
月
20
日
（
木
）

　

本
会
議　

・
議
案
16
件
（
条
例
・
予

算
）
の
審
議
、
採
決

・
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
（
４
人
）
と
補
充
員

（
４
人
）
の
選
挙

・
議
員
発
議
３
件

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

の
閉
会
中
の
継
続
審
査

（
請
願
）

・
閉
会
中
の
各
常
任
委
員

会
や
議
会
運
営
委
員
会

の
所
管
事
務
調
査

議
案
第
７
号

●
み
な
べ
町
都
市
公
園
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

高
台
へ
の
公
園
整

備
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

高
台
で
は
一
次
避

難
の
た
め
の
広
場

の
確
保
、
そ
れ
か
ら
二
次
、

三
次
避
難
用
地
の
確
保
も

し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
８
号

●
み
な
べ
町
下
水
道
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
の
既

存
不
適
格
に
な
る

例
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
改
正
後
の
規
定

に
は
適
合
し
な
い
も
の
が

実
際
に
存
在
す
る
の
か
。

現
在
の
町
公
共
下

水
道
で
の
不
適
格

の
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
一
切
な
い
よ
う

に
、
指
導
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

議
案
第
10
号

●
み
な
べ
町
辺
地
総
合
整

　

備
計
画
の
策
定
及
び
変

　

更
に
つ
い
て

工
事
延
長
が
同
じ

な
の
に
、
町
道
滝

線
と
東
神
野
川
線
の
事
業

費
の
違
い
は
。

町
道
滝
線
は
以
前

改
良
し
た
部
分
で

の
用
地
や
物
件
補
償
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

東
神
野
川
線
に
は
橋
や
大

き
な
擁
護
壁
が
要
す
る
箇

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

辺
地
債
事
業
は
、

非
常
に
有
利
な
事

業
だ
と
思
う
が
、
適
用
さ

れ
る
区
域
は
ど
こ
か
。

高
城
・
清
川
・
岩

代
の
久
木
や
戸
仲

が
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

林
道
事
業
は
平
成

24
年
度
で
終
わ
る

の
で
す
か
。

当
初
は
平
成
16
年

度
か
ら
24
年
度
で

終
わ
る
予
定
で
し
た
が
、

２
年
延
び
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
事
業
が

認
め
ら
れ
る
と
、
総
務
省

に
整
備
成
果
書
を
追
加
し
、

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

QA

QA

QAQA

QA
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補
正
予
算

●
無
線
放
送
受
信
機
調
整

　

手
数
料手

数
料
と
は
16
万

円
も
要
す
る
も
の

な
の
か
。電

波
の
強
い
所
は

１
台
７
千
円
の
設

置
調
整
費
だ
け
で
良
い
の

で
す
が
、
電
波
の
弱
い
所
は

別
に
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
費

３
万
８
千
円
を
要
し
、
総

額
16
万
円
に
な
り
ま
す
。

●
消
火
栓
設
置
工
事

　

負
担
金こ

の
予
算
の
対
象

外
の
地
区
で
も
、

新
し
い
家
が
増
え
た
場
合

に
は
、
同
様
に
消
火
栓
は

設
置
さ
れ
る
の
で
す
か
。

対
象
と
な
る
地
区

に
つ
い
て
は
、
消

防
団
や
広
域
消
防
と
相
談

し
、
必
要
な
箇
所
に
は
設

置
し
て
い
き
ま
す
。

●
給
食
試
食
代

試
食
代
１
４
０
万

円
と
は
。

給
食
開
始
に
あ
た

り
、
慣
れ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、南
部
小
・

中
学
校
約
６
６
０
人
の
試

食
を
８
日
間
分
、
必
要
と

考
え
て
計
上
し
た
も
の
で

す
。

●
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

竣
工
式
に
か
か
る

費
用
は
。

記
念
品
代
に
43
万

円
、
印
刷
代
に
26

万
円
、
看
板
な
ど
委
託
料

25
万
円
の
総
額
約
94
万
円

で
す
。

竣
工
式
の
趣
旨
に

照
ら
し
て
、
こ
の

予
算
は
妥
当
か
。

町
の
悲
願
で
あ
っ

た
当
セ
ン
タ
ー
の

完
成
を
町
内
外
に
広
く
知

ら
せ
、
皆
さ
ん
の
記
憶
へ

留
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
招
待
者
に
は
記
念
品

を
、
出
席
者
に
は
お
土
産

代
を
計
上
し
、
看
板
委
託

料
は
看
板
製
作
や
設
置
代

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
で
の
記
念
品

は
、
誰
に
渡
す
の
か
。

学
校
給
食
運
営
委

員
や
用
地
を
提
供

し
て
下
さ
っ
た
方
、
工
事

中
に
迷
惑
を
か
け
た
地
元

の
方
々
に
渡
す
予
定
で
す
。

町
長
の
進
め
る
行

政
改
革
の
方
針
や

予
算
執
行
に
対
す
る
町
民

の
意
識
に
つ
い
て
、
こ
の

予
算
は
適
切
な
の
か
。

必
要
な
経
費
を
精

査
し
、
極
力
安
価

な
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
。

討
論

　

質
疑
終
了
後
、
給
食
セ

ン
タ
ー
竣
工
式
に
要
す
る

予
算
の
反
対
・
賛
成
討
論

が
相
互
に
あ
り
ま
し
た
。

【
反
対
】　

給
食
セ
ン
タ
ー

竣
工
式
の
予
算
に
つ
い
て

反
対
し
ま
す
。

　

理
由
は
、
町
長
の
行
財

政
改
革
の
方
針
、
町
民
の

予
算
執
行
に
対
す
る
意
識

を
勘
案
し
て
、
予
算
の
妥

当
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

記
念
品
が
な
く
て
も
立
派

に
取
り
行
え
る
し
、
看
板

な
ど
の
設
置
も
手
作
り
で

安
価
に
で
き
る
は
ず
。

【
賛
成
】　

南
部
小
・
中
学

校
の
保
護
者
か
ら
長
年
に

わ
た
り
、
学
校
給
食
を
実

現
し
て
欲
し
い
経
緯
が
あ

り
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
が
始
ま
っ
た

と
い
う
記
念
行
事
は
、
ぜ

ひ
行
う
べ
き
で
は
。

採
決

　

多
数
の
起
立
に
よ
り
、

「
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
11
月
１
日

平
成
24
年
第
４
回

臨
時
会

同
意
案
件
２
件
（
教
育
委

員
会
委
員
）
が
提
出
さ
れ
、

審
議
し
た
結
果
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
１
月
30
日

平
成
25
年
第
１
回

臨
時
会

・
議
案
４
件
（
工
事
請
負

契
約
１
件
、
工
事
請
負

変
更
契
約
２
件
、
補

正
予
算
１
件
）
が
提

出
さ
れ
、
審
議
し
た
結

果
、
全
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

QA

QA

QAQAQA

QAQA
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原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

防災対策のさらなる向上

一
般
質
問
は
、
平
成
24
年
12
月
18
日
に
８
人
の
議
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
か
ら
得
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

問
題
解
決
を

行
政
・
自
主
防
災
・

消
防
団
の
連
携
を

質
問　

町
長
は
、
津
波
対

策
に
つ
い
て
は
高
台
に
広

い
道
を
通
し
た
い
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
を
い
く
つ
か

整
備
し
た
い
と
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
考

え
は
。

町
長　

平
成
25
年
３
月
ま

で
に
策
定
予
定
の
県
津
波

浸
水
想
定
情
報
を
基
に
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備

が
望
ま
し
い
場
合
は
、
波

力
情
報
な
ど
で
、
ど
の
場

所
に
ど
の
規
模
の
避
難
タ

ワ
ー
が
良
い
の
か
、
手
順

を
踏
ん
で
対
応
し
た
い
。

　

地
域
に
よ
っ
て
、
地
下

シ
ェ
ル
タ
ー
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も

あ
わ
せ
検
討
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
高
台
へ

の
避
難
が
前
提
で
、
高
台

に
行
け
な
い
方
が
避
難
タ

ワ
ー
に
上
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

質
問　

浸
水
の
お
そ
れ
が

少
な
い
民
間
の
建
物
と
の

協
定
は
。

町
長　

民
間
の
建
物
で
す

か
ら
、
ま
ず
お
話
を
し
て

か
ら
、
建
物
が
頑
丈
で
あ

る
か
の
調
査
を
し
、
お
願

い
で
き
る
部
分
か
ら
協
定

を
結
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

町
内
を
５
地
区
に

分
け
、
孤
立
対
応
訓
練
や

津
波
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

の
問
題
点
は
直
ち
に
検
討

し
解
決
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
は
、

手
ぶ
ら
で
避
難
し
て
い
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

本
来
は
、
薬
・
飲
み
物
・

お
金
、
夜
な
ら
懐
中
電
灯

な
ど
必
要
な
物
を
持
つ
べ

き
で
は
。

町
長　

今
回
の
防
災
訓
練

は
、
小
学
校
と
地
域
が
連

携
し
て
実
施
し
、
今
ま
で

よ
り
地
域
全
体
で
防
災
意

識
に
つ
い
て
共
有
し
、
高

め
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。

　

手
ぶ
ら
で
避
難
し
た
方

は
、
各
家
庭
で
必
要
な
物

を
入
れ
た
避
難
袋

を
用
意
し
、
普
段

か
ら
訓
練
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

避
難
路
の

整
備
、
消
防
車
庫

の
高
台
移
転
は
。

町
長　

整
備
が
必
要
な
避

難
路
に
つ
い
て
は
地
域
の

声
を
、
消
防
車
庫
に
つ
い

て
は
消
防
団
の
意
見
を
聞

き
、
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
発
電
機

や
無
線
機
な
ど
の
器
具
を

高
台
へ
移
転
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

行
政
が
中
心
と
な

っ
て
、
３
者
連
携
の
防
災

訓
練
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

町
長　

非
常
に
重
要
と
考

え
、
体
制
の
維
持
向
上
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

P6

12月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第31号　平成25年3月

佐
さ

々
さ

木
き

香
よし

徳
のり

議員

消費税増税と梅産業への影響

年 1997 2014 2015 20xx
税率 5% 8% 10% 15%
税込売上 Ａ（＝B＋C） 2100 2160 2200 2300
税抜売上（課税売上）Ｂ 2000 2000 2000 2000
預り消費税 Ｃ 100 160 200 300
税込生産費（=仕入・経費）Ｄ 1470 1512 1540 1610
控除対象消費税 Ｅ 70 112 140 210
税務署への納税額 F（＝C−E） 30 48 60 90
所得 Ｇ 600 600 600 600

年 1997 2014 2015 20xx
税率 5% 8% 10% 15%
税込売上 ａ（＝b＋c） 2000 2000 2000 2000
税抜売上（課税売上）ｂ 1905 1852 1818 1739
預り消費税 ｃ 95 148 182 261
税込生産費（=仕入・経費）ｄ 1470 1512 1540 1610
控除対象消費税 ｅ 70 112 140 210
税務署への納税額 ｆ（＝c−e） 25 36 42 51
所得 ｇ 505 452 418 339

【参考資料】
毎年の売上額を 2,000 万円とし、消費税を転嫁できる場合　　　　単位：万円

毎年の売上額を 2,000 万円とし、消費税を転嫁できない場合　　　単位：万円

質
問　

消
費
税
増
税
に
よ

る
梅
産
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
各
立
場
か
ら
質
問

し
ま
す
。

【
農
家
】　

生
産
経
費
が
増
え
る

の
に
、
内
税
で
は
売
渡
価

格
に
転
嫁
で
き
な
い
こ
と

や
消
費
税
の
税
率
ア
ッ
プ

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け

る
と
、
所
得
は
税
率
８
％

で
４
分
の
１
減
、
10
％
で

３
割
減
と
な
る
と
生
産
意

欲
が
下
が
る
と
思
う
の
で
、

関
係
団
体
へ
売
渡
価
格
に

消
費
税
分
の
上
乗
せ
を
指

導
す
る
考
え
は
。

【
加
工
業
者
】

買
い
控
え
や
デ
フ
レ
に

よ
っ
て
価
格
に
転
嫁
で
き

ず
、
売
上
げ
の
ダ
ウ
ン
や

経
費
の
負
担
増
に
耐
え
ら

れ
る
の
か
。

【
町
】農

家
所
得
や
業
者
収
益

の
減
収
に
よ
る
見
通
し
は
。

町
長　

田
辺
の
市
場
で
は
、

競
り
金
額
と
は
別
に
５
％

が
農
家
に
払
わ
れ
て
い
る

の
で
、
生
産
者
団
体
（
農

協
梅
部
会
や
梅
干
生
産
者

協
議
会
）
に
は
、
歩
調
を

と
る
よ
う
に
働
き
か
け
た

い
。

　

ま
た
消
費
税
は
、
消
費

者
が
負
担
す
べ
き
本
来
の

姿
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
事
業
費
40

億
な
ら
、
４
億
円
の
消
費

税
の
負
担
の
方
が
大
き
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

質
問　

近
隣
に
も
影
響
す

る
積
極
的
な
答
弁
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
加
工
業

者
の
財
務
状
況
に
よ
っ
て

は
金
融
支
援
が
必
要
で
は
。

　

ま
た
、
消
費
増
税
は
業

者
が
獲
得
し
た
外
貨
を
国

が
奪
っ
て
し
ま
う
と
、
農

家
や
業
者
が
共
倒
れ
す
る

道
な
の
で
、
国
に
増
税
の

中
止
を
求
め
る
意
思
表
示

を
す
べ
き
で
は
。

町
長　

金
融
支
援
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
消
費
税
は
消
費
者

へ
転
嫁
す
る
よ
う
に
努
力

し
、
消
費
税
増
税
の
中
止

に
つ
い
て
の
意
思
表
示
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

転
嫁
問
題
は
未
解

決
の
ま
ま
、
消
費
税
増
税

実
施
日
を
は
さ
ん
で
「
売

り
惜
し
み
問
題
」
が
起
き

る
と
金
銭
で
は
計
り
知
れ

な
い
打
撃
だ
と
思
う
の
で
、

地
方
の
現
実
に
つ
い
て
の

声
も
上
げ
て
い
く
べ
き
で

は
。

町
長　

き
ち
ん
と
転
嫁
で

き
る
と
争
い
は
な
く
な
る

の
で
、
郡
・
県
・
全
国
町

村
会
を
通
じ
て
国
に
強
調

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

他
の
質
問

●
地
籍
調
査
で
面
積
が
増

え
た
土
地
や
宗
教
法
人

が
所
有
す
る
土
地
が
仮

に
政
治
活
動
な
ど
に
使

用
し
た
場
合
の
固
定
資

産
税
の
課
税

●
町
内
の
ト
ン
ネ
ル
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
・

報
告
体
制

を
質
問
し
ま
し
た
。
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池
いけ

田
だ

真
ま

作
さ

人
と

議員

学校給食費の軽減について

県
道
２
０
０
号
の

一
部
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

平
成
25
年
４
月
か

ら
、学
校
給
食
に
南
部
小
・

中
学
校
が
加
わ
り
、
こ
れ

で
全
町
小
・
中
学
校
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
は
、
旧
町

の
保
護
者
に
と
っ
て
長
年

の
念
願
で
し
た
が
、
一
方

で
学
校
に
２
～
３
人
を
通

わ
せ
る
家
庭
か
ら
は
給
食

費
の
負
担
が
重
た
い
と
の

声
も
あ
り
ま
す
。

　

南
部
小
・
中
学
校
は
町

内
で
最
も
大
き
な
規
模
で

あ
り
経
費
も
増
大
し
ま
す

が
、
反
面
、
仕
入
れ
コ
ス

ト
や
配
食
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待

で
き
ま
す
の
で
、
子
育
て

世
帯
の
支
援
と
い
う
観
点

か
ら
、
せ
め
て
３
人
目
以

降
の
給
食
費
の
軽
減
を
求

め
た
い
の
で
、
３
人
以
上

の
小
中
学
生
を
持
つ
世
帯

は
何
世
帯
で
す
か
。

教
育
長　

子
育
て
世
帯
の

支
援
は
大
変
大
事
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
て
、
町
と

し
て
も
様
々
な
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　

質
問
さ
れ
た
３
人
以
上

の
小
中
学
生
を
お
持
ち
の

世
帯
数
は
１
３
３
世
帯
で
、

３
人
目
か
ら
の
給
食
の
軽

減
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問　

こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
の
は
、
子
育
て
世

代
の
貧
困
層
が
増
え
て
い

る
背
景
に
、
国
の
悪
政
に

よ
る
非
正
規
雇
用
の
拡
大

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
が
で
き
る
こ
と
は
、

町
で
や
っ
て
い
か
な
い
と

少
子
化
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
給
食
費

の
軽
減
は
全
国
的
に
「
食

育
」
と
い
う
点
で
無
料
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
実
施
し
て
い

る
自
治
体
で
は
出
生
率
が

上
り
、
人
口
増
の
効
果
あ

り
ま
す
の
で
、
３
人
以
上

の
１
３
３
世
帯
に
つ
い
て

は
半
額
か
全
額
の
無
料
化

を
。

教
育
長　

３
人
以
上
の
世

帯
に
対
し
て
給
食
費
を
補

助
す
る
気
持
ち
は
理
解
し

て
い
ま
す
。

質
問　

昨
年
１
月
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無

料
化
と
併
せ
て
、
子
育
て

世
代
を
応
援
す
る
、
そ
の

世
代
が
増
え
れ
ば
高
齢
者

を
支
え
る
人
口
が
増
え
、

高
齢
者
施
策
の
充
実
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
。

教
育
長　

長
い
目
で
見
な

い
と
効
果
が
表
れ
て
こ
な

い
と
実
感
し
て
い
ま
す
の

で
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

質
問　

こ
の
県
道

の
歩
道
に
は
、
人

が
歩
く
、
車
イ
ス

が
通
る
真
ん
中
に

木
が
あ
る
。
県
に

歩
道
の
整
備
と
車

道
の
右
折
帯
を
広

く
す
る
よ
う
に
要

望
す
べ
き
で
は
。

町
長　

元
々
は
町

道
で
あ
っ
た
が
、

県
道
に
昇
格
さ
れ

て
か
ら
は
放
置
さ
れ
て
い

た
。

　

歩
道
で
は
な
く
路
側
帯

と
い
う
と
ら
え
方
だ
っ
た

の
で
、
右
折
帯
も
含
め
、

県
に
改
善
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
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森
もり

坂
さか

義
よし

明
あき

議員

仮称：印南風力発電所建設に伴う
当町住民の反応と町の意見は

質
問　

三
井
造
船
㈱
が
、

印
南
町
と
み
な
べ
町
の
境

に
あ
る
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
道

路
沿
い
の
山
中
で
、
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
風
力
発

電
（
２
千
kW
×
15
基
）
の

計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

風
力
発
電
の
あ
る
各
地
で

は
風
車
か
ら
生
じ
る
低
周

波
な
ど
に
よ
り
、
色
々
な

身
体
的
症
状
や
鳥
獣
被
害

な
ど
出
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

風
車
に
近
い
当
町
の
周

辺
住
民
の
反
応
と
町
の
意

見
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

町
長　
（
仮
称
）
印
南
風

力
発
電
に
対
す
る
環
境
影

響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
が

平
成
24
年
７
月
６
日
か
ら

20
日
ま
で
の
間
、
当
町
で

行
わ
れ
、
町
民
の
方
か

ら
「
低
周
波
音
調
査
す
べ

き
で
あ
る
」、「
低
周
波
の

影
響
で
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

が
発
電
機
周
辺
か
ら
追
わ

れ
て
鳥
獣
被
害
が
よ
り
ひ

ど
く
な
る
の
で
は
」、「
ミ

ツ
バ
チ
が
低
周
波
の
振
動

で
活
動
し
な
く
な
り
、
梅

の
交
配
に
影
響
は
な
い
の

か
」、「
計
画
中
の
風
力
発

電
の
近
く
に
農
地
が
あ
り
、

そ
う
遠
く
な
い
所
に
民
家

も
存
在
す
る
」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
月
18
日
に

県
知
事
を
通
じ
て
経
済
産

業
省
へ
町
の
意
見
と
し

て
提
出
し
た
内
容
で
す

が
、「
計
画
者
か
ら
本
町

に
対
し
て
騒
音
の
模
擬
体

験
を
含
め
た
説
明
を
受
け

た
が
、
ま
だ
、
隣
接
地
区

住
民
や
近
く
に
農
地
の
あ

る
住
民
か
ら
騒
音
、
振
動
、

低
周
波
被
害
を
心
配
す
る

意
見
が
あ
り
、
さ
ら
な
る

調
査
を
」、「
生
態
系
の
部

分
に
つ
い
て
は
設
置
箇
所

周
辺
で
の
野
生
動
物
や
生

態
的
影
響
及
び
生
息
地

の
移
動
に
よ
る

農
地
及
び
集
落

へ
の
影
響
調
査

を
」、「
設
置
後

の
対
応
部
分
で

は
、
被
害
が
発

生
し
た
と
き
は

速
や
か
に
対
処

し
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
で

す
。

　

そ
の
後
、
印

南
風
力
発
電
に
対
す
る
環

境
影
響
評
価
準
備
書
に
対

す
る
環
境
大
臣
の
意
見
が

経
済
産
業
省
に
提
出
さ
れ
、

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び

そ
の
周
辺
の
住
居
な
ど
の

騒
音
及
び
低
周
波
音
の
調

査
な
ら
び
に
予
測
地
点
の

追
加
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

質
問　

風
力
発
電
計
画
地

周
辺
の
説
明
会
は
行
い
ま

し
た
か
。

町
長　

各
地
域
で
の
説

明
会
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

環
境
省
で
出
さ
れ
た
追
加

項
目
に
、
み
な
べ
町
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
各
地
域
で
の
説
明
会
の

要
望
を
し
て
い
く
考
え
で
、

町
民
の
意
見
を
十
分
汲
み

取
っ
て
、
言
う
べ
き
こ
と

は
は
っ
き
り
言
っ
て
、
皆

さ
ん
の
健
康
を
守
っ
て
い

く
考
え
で
す
。
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みなべ町議会だより　第31号　平成25年3月

楠
くす

本
もと

誠
せい

二
じ

議員

・みなべ町の起債要許可団体について
・商店街の発展に伴う道路整備拡張については

質
問　

み
な
べ
町
の
実
施

公
債
費
比
率
（
借
入
金
の

比
率
）
の
現
在
の
状
況
、

県
下
で
の
位
置
は
。

　

ま
た
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

県
内
で
２
番
目
に

高
い
の
で
す
が
、
こ
こ
４

年
間
は
徐
々
に
改
善
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
要
因
は
、
学
校

の
建
て
替
え
や
耐
震
改
修
、

保
育
所
の
建
て
替
え
、
町

道
や
小
倉
谷
農
免
道
路
な

ど
の
大
型
事
業
が
完
了
し

減
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

は
、
建
設
事
業
に
対
す
る

発
行
可
能
額
は
52
億
円
が

あ
り
、
う
ち
37
億
円
が
発

行
済
で
す
。

　

今
後
も
国
の
補
助
金
や

交
付
税
算
入
さ
れ
る
地
方

債
を
活
用
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

商
店
街
の
発
展
に

伴
う
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
対
策
、
緊
急
車
輌
の
進

入
道
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
は
。

町
長　

細
か
く
煮
詰
ま
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
財
政
と
の
関
係

で
長
期
の
計
画
を
立
て
、

優
先
順
位
を
つ
け
、
早
急

に
救
急
車
・
消
防
車
が
通

れ
る
道
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

　

空
き
地
や
空
き
家
は
個

人
の
財
産
で
す
が
、
誰
も

住
ん
で
い
な
い
、
自
分
で

解
体
も
で
き
な
い
が
町
へ

寄
付
す
る
の
で
解
体
を
し

て
ほ
し
い
時
は
受
け
入
れ

る
の
で
、
町
か
ら
話
し
合

い
を
す
る
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
で

利
用
で
き
る
部
分
は
利
用

し
て
い
き
、
災
害
の
時
は

集
落
に
１
箇
所
で
も
空
き

地
が
あ
れ
ば
、
一
旦
そ
こ

に
避
難
し
て
か
ら
高
台
へ

の
避
難
が
一
番
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
減
災
道
路
の
位
置

づ
け
を
重
点
に
し
て
順
位

を
つ
け
、
ぜ
ひ
任
期
４
年

間
で
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
や

る
気
を
も
っ
て
い
た
だ
く

雰
囲
気
づ
く
り
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

みなべ町 実質公債費
比率 （対象年度） 県下３０市町

村中の順位

平成２０年度 ２２．７ 　（平成１８～
　　　２０年度） ３０位

平成２１年度 ２２．３ 　（平成１９～
　　　２１年度） ３０位

平成２２年度 ２０．７ 　（平成２０～
　　　２２年度） ３０位

平成２３年度 １８．１ 　（平成２１～
　　　２３年度） ２９位

※各年度の実質公債費比率とは、３ヶ年の平均値で算出されています。
※起債要許可団体とは、実質交際費比率 18％を超える市町村が起債
　を要する場合、国や県の許可が必要です。
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中
なか

本
もと

光
こう

一
いち

議員

・災害時における避難困難地域の
　　　　　　一時避難場所について

・避難場所、避難経路の改善について

避
難
タ
ワ
ー
を

避
難
場
所
表
示
板
と
避
難
経
路
に

ソ
ー
ラ
ー
電
灯
を

質
問　

行
政
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

避
難
場
所
の
確
保
と
避
難

経
路
の
整
備
だ
と
思
い
ま

す
。
避
難
困
難
地
域
で
の

一
時
避
難
場
所
と
避
難
タ

ワ
ー
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
災
害
は
、
い
つ
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
地
盤
の
低
い
気

佐
藤
や
千
鹿
浦
地
区
な
ど

は
、
来
年
３
月
に
発
表
す

る
県
津
波
浸
水
地
域
の
想

定
ま
で
待
た
ず
と
も
、
防

災
避
難
タ
ワ
ー
の
具
体
案

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

町
長　

避
難
タ
ワ
ー
を
建

設
す
る
際
、
各
市
町
村
は

県
へ
交
付
金
を
要

望
し
ま
す
が
、
県

は
浸
水
マ
ッ
プ
が

で
き
て
か
ら
申
請

の
受
け
付
け
を
す

る
と
の
情
報
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
場
所
の

選
定
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
場
所

に
つ
い
て
で
す
が
、

町
有
地
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

地
元
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

避
難
場
所
は
、
日

頃
そ
の
地
区
に
住
ん
で
い

る
方
々
は
、
周
知
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
他
地

区
か
ら
来
た
人
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

従
い
ま
し
て
、
避
難
場

所
に
通
じ
る
主
な
箇
所
に

表
示
板
を
取
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
関
連
し
ま
し
て

災
害
は
何
時
来
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
停
電
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
人
、

懐
中
電
灯
を
持
っ
て
逃
げ

る
と
思
い
ま
す
が
、
途
中

予
期
せ
ぬ
倒
壊
物
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
白
浜
町
で
は
、

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
み
な

べ
町
も
ぜ
ひ
、
避
難
所
・

避
難
経
路
に
ソ
ー
ラ
ー
電

灯
の
設
置
を
考
え
て
い
た

だ
き
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

避
難
場
所
を
猪
之

山
と
か
埴
田
の
高
台
に
求

め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
避
難
対
策
の
確
立

と
と
も
に
誘
導
表
示
な
ど

の
整
備
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
に
つ

き
ま
し
て
は
、
基
本
は

個
々
に
懐
中
電
灯
を
持
っ

て
避
難
が
で
き
る
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

主
要
な
避
難
場
所
、
避

難
経
路
で
は
避
難
者
が
集

中
す
る
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
回
避
す

る
た
め
に
必
要
な
整
備
な

ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

他
の
質
問

●
み
な
べ
町
の
活
性
化
を

　

質
問
し
ま
し
た
。
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中
なか

井
い

重
しげ

雄
お

議員

紀州の森林対策について

質
問　

森
林
や
自
然
保
護

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
が
増
加
し
、
最

近
、
み
な
べ
町
島
之
瀬
地

域
で
も
確
認
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
は
、
体
長
５
㎜
程
の
甲

虫
で
、
シ
イ
・
カ
シ
・
ナ

ラ
・
ウ
バ
メ
カ
シ
な
ど
の

広
葉
樹
の
幹
に
入
っ
て
増

殖
し
、
ナ
ラ
菌
を
蔓
延
さ

せ
て
枯
ら
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
虫
で
、
県
南
部

で
は
被
害
が
急
増
し
、
カ

シ
・
ナ
ラ
類
の
集
団
的
な

枯
死
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
産
業
で
あ
る
紀
州

備
長
炭
の
原
木
ウ
バ
メ
カ

シ
や
カ
シ
が
危
な
い
の
で
、

被
害
の
拡
大
防
止
が
必
要

で
す
。

　

虫
の
侵
入
し
て
い
る
木

を
早
く
見
つ
け
処
理
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
住

民
に
知
ら
せ
る
手
立
て
は

と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

町
の
問
題
で
は
な
い
の

で
、
国
や
県
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
、
連
携
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
。

町
長　

紀
州
の
森
林
対
策

と
い
う
こ
と
で
、
報
道
な

ど
で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
は
備
長
炭
の
原

木
で
あ
る
ウ
バ
メ
カ
シ
を

食
べ
た
り
、
焼
い
た
炭
の

火
力
が
一
定
し
な
く
、
立

ち
消
え
す
る
と
も
聞
い
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
一
番
良
い
方

法
と
し
て
は
、
太
い
ウ
バ

メ
カ
シ
の
木
に
虫
を
寄
せ

る
エ
サ
と
し
て
山
に
積
ん

で
、
一
網
打
尽
に
す
る
方

法
が
串
本
や
新
宮
辺
り
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
島
之
瀬
地
内
の

ダ
ム
近
く
で
発
生
被
害
の

報
告
が
あ
り
、
県
が
調
査

し
た
結
果
、
２
本
の
被
害

樹
を
確
認
し
伐
採
処
理
さ

れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
は
町
内
で
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

今
の
と
こ
ろ
島
之

瀬
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
被
害

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

県
と
相
談
し
て
行
う
の
で

す
か
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
情
報
を
得
た
い
の
で
、

広
報
で
も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
ら
、
山
へ
行
き

調
査
も
行
い
ま
す
。

カシノナガキクイムシ
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

老人介護施設の将来ビジョンは?

重要課題 近隣市町との調整必要

鳥
獣
害
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

農
家
が
補
助（
町
・
県
・
国
）選
択

定員 110 名
満室

119 名

77 名

町内 56名

町外 54名
町外施設
54名

町内施設
54名 要介護度 4,5

28 名

町内２施設
入所状況

町内
施設入所者

待機者

鳥獣害防護柵補助事業

町

県

国

２戸以上、飛地可

２戸以上、飛地可
一まとまり３戸以上不可

一まとまり３戸以上、飛地不可

条　件

ときわ寮「秋の運動会」

鳥獣害防護柵

質
問　

町
内
の
２
ヶ
所
の

老
人
介
護
施
設
は
常
に
満

室
状
態
で
、
多
く
の
方
が

待
機
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
に
、
新
た
な
施
設

の
整
備
が
急
務
で
は
。

町
長　

町
内
２
つ
の
施
設

の
定
数
は
１
１
０
名
で
待

機
者
は
77
名
、
う
ち
要
介

護
度
で
入
所
の
必
要
性
が

高
い
方
は
28
名
で
す
。

　

施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、県
及
び
福
祉
圏
域（
み

な
べ
は
田
辺
・
西
牟
婁
圏

域
）
に
お
け
る
介
護
計
画

に
基
づ
く
枠
の
確
保
が
必

要
で
、
３
年
ご
と
に
見
直

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
基
盤
の
充

実
と
個
人
の
介
護
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
が
、
ど
の
市
町

で
も
大
き
な
課
題
で
す
の

で
、
周
辺
市
町
と
調
整
し

た
う
え
で
改
善
し
て
い
き
、

新
設
だ
け
で
は
な
く
既
存

施
設
の
増
床
も
考
え
、
同

時
に
要
介
護
度
が
４
や
５

に
な
ら
な
い
予
防
的
施
策

に
も
重
点
を
置
い
て
い
き

た
い
。

質
問　

さ
ま
ざ
ま
な
対
策

に
も
関
わ
ら
ず
被
害
は
深

刻
な
の
で
は
。

町
長　

日
高
地
域
鳥
獣
害

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
、

シ
カ
の
管
理
捕
獲
や
狩
猟

免
許
保
持
者
確
保
、
御
坊

で
の
試
験
実
施
の
要
請
や

捕
獲
後
の
焼
却
処
分
な
ど

も
検
討
中
で
す
。

質
問　
「
ジ
ビ
エ
工
房
紀

州
」
と
の
提
携
は
。

町
長　

既
に
日
高
川
町
長

と
話
を
進
め
て
い
て
、
オ

リ
で
捕
獲
し
て
止
め
刺
し

を
し
て
い
れ
ば
受
け
入
れ

可
能
と
の
こ
と
で
す
。

質
問　

県
の
防
護
柵
補
助

事
業
は
、
１
ま
と
ま
り
３

戸
以
上
は
不
可
と
い
う
現

状
は
、
不
合
理
な
条
件
だ

と
思
う
が
。

町
長　

県
の
以
前
の
条
件

で
は
、
１
戸
だ
け
飛
び
地

の
場
合
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
た
の
で
是
正
を
要
望

し
、
現
在
は
１
戸
で
も
対

象
と
な
る
条
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
戸
以
上
の
場
合
は
国

の
補
助
が
あ
り
、
農
家
の

皆
さ
ま
に
は
、
町
・
県
・

国
の
ど
れ
か
を
選
択
し
て

い
た
だ
け
ま
す
が
、
国
の

補
助
が
あ
る
な
か
、
県
独

自
に
３
戸
以
上
に
補
助
す

る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で

す
が
、
辛
抱
強
く
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

他
の
質
問

●
台
風
12
号
災
害
の
総
括

　

を
質
問
し
ま
し
た
。
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みなべ町議会だより　第31号　平成25年3月

平成２５年１月２８日に総務文教常任委員会と産業建設常任委員会が、
平成２３年台風１２号被害による災害現場の現地視察を行いました。

常任委員会報告

総
務
文
教

　
常
任
委
員
会

産
業
建
設

　
常
任
委
員
会

議 員 発 議  

平成２４年第４回定例会では議員発議があり、地方自治法の一部改正により、
みなべ町議会会議規則や委員会条例の一部を改正する案が提出され、審議した
結果「議決」されました。

・発議第１号  みなべ町議会委員会条例の一部を改正する条例について 
・発議第２号  みなべ町議会会議規則の一部を改正する規則について 
・発議第３号  みなべ町議会全員協議会運営規程の一部を改正する規程について

各
委
員
は
、
高
城
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
法
面
崩
壊

や
共
和
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

災
害
復
旧
工
事
の
完
了
状

況
や
、
年
度
内
の
完
了
に

向
け
た
清
川
小
学
校
坂
西

線
の
法
面
崩
壊
や
千
里
ヶ

丘
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏

法
面
崩
壊
の
災
害
復
旧
工

事
を
確
認
し
ま
し
た
。

各
委
員
は
、
海
岸
部
の

津
波
対
策
と
と
も
に
、
山

間
部
で
の
土
砂
崩
れ
（
山

津
波
）
も
大
変
恐
ろ
し
い

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
な
災
害

現
場
の
復
旧
が
進
ん
で
い

る
状
況
も
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
り
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
こ
と
も
実
感
し

ま
し
た
。

●
委
員
会
の
ま
と
め

今
回
視
察
し
た
の
は

災
害
復
旧
工
事
が
進
ん
で

い
る
現
場
で
し
た
が
、
小

規
模
な
災
害
現
場
は
業
者

の
工
事
手
持
ち
状
況
や
工

事
箇
所
数
の
多
さ
に
よ
っ

て
、
未
着
手
の
場
所
も
確

認
し
ま
し
た
。

早
急
に
、
町
や
業
者
の

努
力
に
よ
っ
て
、
災
害
復

旧
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
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追跡調査　議員の質問とその後の行方 
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施策にど
のような内容で反映したかを確認するための調査です。

平成23年12月定例会
一般質問

高齢者の方に、肺炎球菌
ワクチン接種への補助を

財源措置をとるよう、
国へ要望いたしました。

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

国は、まだ財源措置が図られ
ていない。このため、町単独
で平成24年度から75歳以上
の方の接種に対し、5,000円
の補助を実施しています。

平成22年３月定例会
一般質問

町内にある特産品を活かし、
早々に検討してまいります。

結　果結　果
特産物展示コーナーの設置に
向けて、現在は関係機関と展
示内容などについて協議中で
す。なるべく早く設置できる
よう取り組んでいきます。

町の特産品（梅・備長炭・
魚など）を町の玄関である
第１庁舎に置けないか

議員の質問とその後の行方 
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提
言した内容が、町施策にどのような内容で反映した
かを確認するための調査です。

追追跡調査
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編
集
後
記

昨
年
11
月
よ
り
、
新
し
い

議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
構
成
で
、
広

報
特
別
委
員
会
も
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
委
員
会
と
し
て

は
、
町
民
の
皆
様
と
議
会
を

つ
な
ぐ
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
た
い
思
い
で
、
本
号

よ
り
刷
新
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想

が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

原
田　

覚

みなべ町へ嫁いで来たお嫁さん、今回は田辺市芳養町出身で
平成２４年５月５日に、山﨑和之さん（東本庄）とご結婚され
ました山﨑幸穂（旧姓：村上）さんの紹介です。

山
やま

﨑
さき

 幸
ゆき

穂
ほ

さん ＆ 和
かず

之
ゆき

さんご夫婦（東本庄）

今、議会でどんなことを審
議しているの？町はどんな計
画があって進んでいるの？

審議している内容は、あな
たの生活に関わることがたく
さんあります。

３月議会は、１年間の予算
を決める重要な議会です。

今年は初めての試みとして
「予算特別委員会」を設置し
ます。

これは担当課職員も同席し
て、よりスムーズかつ十分な
予算審議を行うためです。

議会日程（予定）
●３月４日　開会
●３月７日　一般質問
●３月１２～１５日
　　　　　　予算特別委員会
●３月１８～１９日
　　　　　　議案審議

３月定例会や予算特別委
員会を傍聴しませんか？

☆お☆知☆ら☆せ☆

一緒に活動しませんか？
フラダンスサークル
マルヒアカイ

（穏やかな海の意味）
●練習日時　第１、３、4 金曜日

午後 7 時 30 分より
●練習場所　南部公民館
●主な活動　白浜海開き
　　　　　　秋の芸能祭
　　　　　　２年に 1 回の発表
　　　　　　会
●一言

ハワイの音楽に癒しを感じ、
和やかな雰囲気で練習していま
す。どなたでも大歓迎です、一
度お気軽に見学して下さい。
指導者　籠畑　ひとみ
代表者　栗山　和歌子
連絡先　南部公民館

☎７２- １４００

Q どんなきっかけで、和之さんと知り合いましたか？
→親類のおじさんの紹介です。
みなべ町に嫁いできて感じたことは？
→ご近所の方や出会う方、皆さんが親切にして下さり、優し
い方が多い素敵な町だなと思いました。

町での生活はどうですか？（楽しい新婚生活のエピソード
もあったらお聞かせ下さい。）
→職場が少し遠いのですが、近所の方からの「どこまで行っ
てるの？」とか「慌てず気を付けて行きよしよ～」など、優
しい一声にとっても嬉しい気持ちになりました。

町に望むことはありますか？
→若い方から年配の方まで、皆さんがより住みやすい町で
あって欲しいと思います。
◎山﨑幸穂さん、ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

地形を考慮した避難経路や危
険回避ルートのマニュアル作り
を、町に働きかけて欲しい。

●議会・議会だよりへの意見や
　感想

発行　み な べ 町 議 会
編集　議会広報特別委員会
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